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1. 本年度の研究成果 

本研究の課題は、成人がん患者と小児がん患者の家族を対象とした面接調査と質問紙

調査を行い、意思決定場面での望ましい心理社会的支援のあり方、QOLの実態を明らかに

し、がん患者と家族への支援ツールを開発することである。本年度は、成人がん患者につい

ては、遺族対象の面接調査のデータ解析および一般集団、乳癌患者の配偶者対象の質問

紙調査を行った。小児がん患者の家族については、医療者、遺族、骨髄移植ドナー家族、

サバイバー家族を対象とした面接調査を実施した。 

A) ホスピス・緩和ケアへの移行期のがん患者の家族に関する研究 

ホスピス・緩和ケアへの移行期のがん患者の家族に対する望ましいケアのあり方を探索す

る目的で、ホスピス・緩和ケア病棟で家族を亡くした遺族 60 名を対象に、「余命の告知」・

「療養場所の変更」・「積極的治療の中断/中止」の 3 テーマに関する面接調査を行った。 

1） 余命の告知：告知の有無に関わらず長短両側面をともなうことが明らかとなった。医療者

は、特定の選択を勧めるのではなく、本調査の結果を元に冊子を作成し、家族の意思決定

を支援すると共に、状況に応じて弊害を把握し、軽減することが有効であると考えられた。 

2) 療養場所の変更：緩和ケア病棟への入院検討時の家族のつらさは、時期により増減する

ことが明らかとなった。医療者は、入院予約後にもつらさが継続することを理解し、入院の見

通しを伝える体制作りなど、待機期間中および入院後のつらさを軽減できるような支援に取

り組む必要性があることが示された。 

3) 積極的治療の中止：遺族の後悔に影響する要因を探索することを目的に、意志決定に

対する遺族の気持ちと、その気持ちに至った要因を検討した。55％の遺族は何らかの「後

悔」の気持ちを経験していた。後悔に関連する要因の検討から、家族と医療者にとって「意

思決定時の心がけ」「意思決定後の心がけ」について示唆が得られた。 

B) がん患者の家族の QOL の概念化に関する研究 

昨年度の質的研究の結果を元に、全国 47 都道府県から層化 2 段階無作為抽出した 40

歳以上の男女 5000 名を対象とした郵送質問紙調査を実施した。量的研究の結果、終末期

がん患者の家族が療養生活において大切にするものは、「患者と一緒にすごすこと」「気軽

に相談できる医療者がいること」「誰かの負担にならないこと」等の 12 の概念に集約され、わ

が国の終末期がん患者の家族ケアの目標をはじめて明確化することができた。 

C）働き盛り世代の乳癌患者と配偶者とのコミュニケーションに関する研究 

乳がん患者の配偶者に対して夫婦間コミュニケーションに関する支援方法を提案するた

めに、150 名の乳がん患者の配偶者を対象に web を利用した質問紙調査を実施する。特に、

配偶者の問題回避的態度に着目し、その実態を把握し、背景にある要因を探索することで、



ハイリスクな配偶者を早期発見するための資料を提案する。 

D) 治療終了後の小児がん患者の親の心理的苦痛に関する研究 

治療終了後の小児がん患者の親の心理的苦痛を明らかにするため、6〜19 歳の小児が

ん患児の母親 30 名を対象に面接調査を実施した。退院後の母親の心理的苦痛には、「再

発不安」、「患児の身体状態子ども体調変化に対する過敏さ」「患児の心理社会的問題」等

のカテゴリーが抽出された。特に、再発不安については、子ども体調変化、検査や診察、テ

レビ等での病気の情報、同じ病気の子どもの死等が不安増大の要因として、また、医療者か

らの適切な情報提供、子どもが元気である状況に目を向ける、回避的な態度が不安軽減要

因として抽出された。 

E) 骨髄移植患者の同胞の意思決定に関する研究 

小児造血幹細胞移植患者の同胞ドナーの意思決定時の体験の実態と心理的過程を明

らかにするため、同胞ドナー、同胞ドナーの家族やレシピエントを対象とした面接調査を実

施した。ドナー決定時における意思決定に関する発言と、移植前から現在における心理的

過程・反応に関する発言を抽出した。その結果、ドナー決定時における意思決定のパター

ンには、親の説明態度から「話し合い型」「説明型」「指示型」に分類されることがわかった。

また、ドナー決定時において、ドナー自身に意思決定の困難と否定的な心理的反応は少な

いことが示唆された。移植後においては、レシピエントと再発・死別したケースでは、罪責感

等のネガティブな心理的反応が生じることが明らかとなった。 

F) 難治性小児がん患児の家族が経験する課題の探索 

難治性小児がん患児の家族にとって支援の必要な課題を探索することを目的に、小児が

ん治療に従事する医療者 9 名、および遺族 4 名を対象としたインタビュー調査をおこなった。

その結果、家族の困難として、「意思決定」「死別後悲嘆」「家族間関係」「医療者との関係」

等 15 カテゴリーが、必要な支援として「遺族ケア」「意思決定支援」「きょうだい児ケア」等 10

カテゴリーが得られた。この調査結果をもとに、課題の重要性および支援ニーズを軸に支援

の優先度を明確にすることを目的として、全国遺族調査（目標対象者数 150 名）を計画し、

現在倫理委員会の審査中である。 

2. 前年までの研究成果 

１）ホスピス・緩和ケアへの移行期のがん患者の家族に関する研究：成人がん患者の遺族６

０名を対象に、移行期の家族への望ましいケアが難しいとされる「余命の告知」・「療養場所

の変更」・「積極的治療の中断/中止」の 3 テーマへの示唆を得る目的で面接調査を実施し

質的内容分析を実施した。2) がん患者の家族のQOLの概念化に関する研究：がん患者の

家族の QOL の構成要素を明らかにする目的で、がん患者の家族と遺族 49 名を対象とした

面接調査を実施し、質的内容分析を実施した。3) 治療終了後の小児がん患者の親のQOL

に関する研究：治療終了後の小児がん患者の親の心理的苦痛と子育てにおける困難を明

らかにするために、治療終了後の小児がん患者の親子を対象とした予備調査の実施と本調

査の研究計画を作成した。4)骨髄移植患者の同胞の意思決定に関する研究：小児造血幹

細胞移植患者の同胞ドナーの心理的過程を多角的に検討することを目的に、同胞ドナーや

家族を対象とした調査の研究計画を作成し、対象者のリクルーティングを行った。5)終末期



における小児がん患者の家族の意思決定に関する研究：難治性小児がん患児の家族にと

って支援の必要な課題を探索することを目的に、遺族 4 名、医師 6 名、看護師 3 名を対象

に面接調査を行った。6)働き盛り世代の乳癌患者と子どもとの関係に関する研究：母親の乳

癌が子どもに与える影響と子どもの存在と関係が患者の療養生活に与える影響を明らかに

する目的で乳癌患者 18 名を対象に、面接調査を行った。また他の働き世代のがん患者に

ついては医療者を対象とした予備的面接調査を実施した。 

3. 研究成果の意義及び今後の発展性 

成人がん患者の遺族を対象とした面接調査、一般集団と働き盛り世代の乳癌患者の配偶

者に対する質問紙調査と小児がん患者の家族を対象とした面接調査を行い、患者にケアを

提供すると同時にケアを受ける立場でもある家族への望ましいケアのあり方についての遺族

や家族の視点からの詳細な資料が得られたことは意義があると考える。来年度は、研究の

結果からがん家族への意思決定支援の補助マテリアルとして、患者・家族、そして医療者に

配布できるパンフレットを作成する。また小児がん患児の親を対象とした問題解決療法など

の支援プログラムの開発を行う。 

4. 倫理面への配慮 

本研究では、研究計画を対象施設の倫理委員会に申請し、承認を得たうえで実施してい

る。研究目的と計画についてのインフォームドコンセントと個人情報の取り扱いに注意して研

究を実施している。特に遺族を対象としたインタビュー調査を実施するにあたり、遺族の連

絡先の管理を徹底する、研究の趣旨や方法に関するインフォームドコンセント時の遺族の心

情への配慮を行っている。また医療者を対象とした調査の際も、事前および当日に趣旨説

明を実施した。 
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